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2021 年度年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： 2022 年４⽉ 10 ⽇ 
● 事 業 名 ： ⼦どもから⾼齢者まで、住⺠が考える多国籍団地⾃治プロジェクト 
● 資⾦分配団体 ： ⼀般財団法⼈中部圏地域創造ファンド 
● 実 ⾏ 団 体 ： 県営保⾒⾃治区 
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： ☐有 þ無 
 

①実績値（実績値の対象は、基本は 2021 年９⽉〜2022 年３⽉末。中間報告時に 9 ⽉を⼊れている場合は 10 ⽉からでも結構です） 
アウトプット 指標 目標値 達成時

期 

現在の指標の達成状況 

(実施した活動内容も５W１H や、参加人数等もわかるように書いてください

＝別紙一覧でも可) 

進捗

状況

＊ 

1-1、住⺠がルール違
反のゴミ投棄をする
ことが減り、役員等
が粗⼤ごみを回収す
る回数が減る 

①役員以外で粗⼤
ご み 処 理 に 協 ⼒
した住⺠数 
② 役 員 が ⾏ う 粗
⼤ ご み の 回 収 回
数 

①10 名（⼀⻫清掃時） 
① 0 回/年  

2023 年

3 月 

① ６名 
奇数⽉の第 1 ⽇曜⽇（⼀⻫清掃の⽇）に、不法投棄物の回収を⾏って
いる。翌週⽔曜に豊⽥市よりパッカー⾞を⼿配してくれるサポートが
できた。住⺠側はそれを積む収集までの作業で負担が少なくなった。
この作業は役員４〜５名の他、住⺠５〜６名が協⼒してくれている。
県住宅公社からもお⼿伝いをいただいているのでこれで⼗分である。
⾦属回収に関わる住⺠とも協⼒関係ができた（後述）。 
② 年６回。 
住⺠に粗⼤ゴミ処理を委任することは難しいと考えたこと、⼿間が減
じたことにより、役員による回収をゼロにすることを現在は⽬指して
いない。粗⼤ゴミは３分の１位に減った実感がある。 
 

２ 
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1-2、県営保⾒⾃治区
に、粗⼤ごみの回収
場所をつくる 

粗⼤ごみの回収場
所 

１つ 目 標 は

2023 年

3 月だっ

た が 、

2021 年

11 月に

達成 

１つ。 
2021 年 2 ⽉に、24 棟の駐輪場に、リユース可能な粗⼤ゴミを置く場所
を整備し、愛知県との調整等を経て、2021 年 11 ⽉から回収を開始し
た。 
これまで、11 ⽉、１⽉、３⽉と回収したが、11 ⽉は⼾棚、1 ⽉は冷蔵
庫、３⽉は台所シンク・タンス・ソファーセットがあり、この内、冷蔵
庫と、台所シンクはリユース活⽤された。11 ⽉に⼀度、案内を⾏った
が、４⽉以降に再度、わかりやすいちらしを作り、周知したい。 

２ 

2、住⺠が集会所を利
⽤して、⼦ども⾷堂
や⼦育てサロン、⾼
齢者の集まり、住⺠
が交流できるイベン
ト等の活動を⾏う 

集会所貸し出し回
数 

⼦ども⾷堂 50 回/年 
⼦育てサロン 4 回/年 
⾼齢者 12 回/年 
集会所の庭の⼿⼊れ
や活⽤ 50 回/年"
  

2023 年

3 月 

下半期 ⼦ども⾷堂 18回、⼦育て０回、⾼齢者５回 
上半期 ⼦ども⾷堂 22 回、⼦育て２回、⾼齢者２回 
その他 JUNTOS 10 回 
 
・2021 年 9 ⽉ 3⽇から 2022 年 1 ⽉ 14 ⽇まで、毎週⾦曜⽇の朝に⼦

ども⾷堂 18回。（コロナ感染拡⼤により、1 ⽉ 14 ⽇以降は、URの
駐⾞場で実施。）⼦育てサロンは、参加者が多いこともあり、保⾒交
流館で実施。⾼齢者サロンは、2021 年 10 ⽉ 2 ⽇から 11 ⽉ 17⽇ま
で 5 回実施。（2022 年にも実施予定だったがコロナ感染拡⼤のため
⾒合わせ。） 
2021 年 4 ⽉〜8⽉は、⼦ども⾷堂 22 回、⼦育てサロン 2 回、⾼齢者
サロン 2 回と活⽤実績があったが、8⽉下旬より、コロナ禍のため⼈
が集まる活動の集会所内の使⽤は不可とした。 
・10 ⽉に集会所の貸し出しのルールが決めた。その後は、⼈が集まる
活動には貸し出しをしていないが、葬儀で４回活⽤された。 
・その他、JUNTOS（じゅんとす）が「⼦ども教室」を毎週⼟曜⽇の午
前中に開催した。（ただし、9 ⽉の 4 回はオンライン。10 ⽉ 2 ⽇から
23⽇までは、25棟の地球広場と中公園。10 ⽉ 30 ⽇から 1 ⽉ 8⽇ま
での 10 回のみ集会所。1 ⽉ 15 ⽇以降は、会場をケアセンターほみ
に移した。） 
・さらに、2021 年 11 ⽉ 21 ⽇に、前年 12 ⽉に実施したアンケート調
査に関する意⾒交換会を実施した。 
・集会所の庭の⼿⼊れは、⽼⼈会が⽉７回、⾃治区が⽉６回程度、トル
シーダ⽣徒が週２回の⼿⼊れをしているので、年間 250 回位活⽤さ
れ、きれいな状態である。 

２ 
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3-1、県営保⾒⾃治区
に、⾃主的な⾃治活
動をするグループが
でき、住⺠が参加す
る 

①⾃主的な⾃治活
動をするグループ
数 
②参加する住⺠数 

①10 団体 
① 50 名 

2023 年

3 月 

① ８団体。 
⾃治区として防災隊を 12 ⽉に結成、9 名が参加した。その他、チ
ームが関わって動き出した活動もあるので、今⾒えている活動とし
ては、⾃治区・⽼⼈会の花植え活動、トルシーダ⽣徒の畑の⼿⼊れ、
⼦育てサロン、⾼齢者サロン、防災隊、ゴミ観察隊、JUNTOSの活
動の８つである。これらの活動と⾃治区活動との関係・連携につい
て今後検討する必要がある。その他、棟ごとに、花植えをする等、
団地をきれいにするための活動もあるのでそれらも把握していき
たい。 

②  延べ約 60 名。 
上記の活動で参加している数は上記の通り。これらの活動の他に、チ
ームで⾏っているフードパントリーや⼦ども⾷堂の活動に、受益者
的な⽴場で参加している住⺠も数⼗名いる。彼らも⾃治活動・⾃主活
動のちらし等を使って周知に協⼒するなどの役割（応援者となるよ
うな）が持てるような⼯夫をしたい。 

２ 

3-2、困りごとや地域を

よくするアイディアを自

治区と相談する機会

ができる。 

相談会の回数（または

相談件数） 

 

 

生 活 の 困 り ご と （ 健

康・福祉など）への対

応力を高めるための

勉強会 

 

 

 

 

４回 

2023 年

3 月 

・週 3⽇集会所は開いており、困りごとが寄せられることもあるが、突
発的。もう少し⼿前の段階でどうすればよいかという話が出せる場が
あると、皆さんのストレスが減ると思われる。 
・６⽉以降、防災隊の活動をする中で、要援護者または⾼齢者の防災状
況の聞き取りから始められるとよいと考えている（防災を切り⼝に⽣
活の困りごとも⾒えてくるだろう） 
・そうした情報が出てきた中で、どんな困りごとがあるから、こうした
窓⼝につなぐとよいという勉強会ができるとよい。 

３ 

＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
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②事業進捗に関する報告（以下、すべて） 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
☐変更なし ☐短期アウトカムの内容 þ短期アウトカムの表現  þ短期アウトカムの指標 þアウトカムの⽬標値 
１−１ きれいな状態を⽰す指標等 
２   活性化されている状況を⽰す指標等 
３−１ ⾃治区役員が⾏っていた仕事を次世代・外国⼈住⺠がサポートする状況を⽰す指標等 

3. 活動に関する報告  ※報告期間中に⾏った事業計画に記載のある活動について以下の観点を含めて記載してください。 
①事業実施の意義が具体的に伝えられる＆事業成果の達成の観点からアピールしたいエピソード）、②対話連携の要素を含む実施内容と成果・影響＝住⺠参加、
ボランティア・会員参加、企業等の連携）、③協賛・共催・他の組織、学術機関等との協働 
・ゴミ問題については、ゴミの分別⽅法を住⺠に周知するための動画を作成中で、⾃治区と保⾒プロジェクトと協⼒して完成する予定である。 
・ゴミの違反投棄が多い場所はある程度⽬星がつくため、１棟、８棟、10 棟、13 棟、18 棟、25 棟の状況観察を 3 ⽉ 14 ⽇と 3 ⽉ 18 ⽇に実施した。これらの状

況を踏まえて、防⽌策として、センサー付照明取り付け、投棄が減るかという社会実験も⾏う予定である。 
・粗⼤ゴミリユースについては、⾦属業を営む住⺠と、該当する粗⼤ゴミが出た時には、解体や回収を⼿伝ってもらうというよい協⼒関係ができた。また、保⾒
団地内リユースのやりとりをしている SNSの存在がわかり、それを通したリユースの推進も取り組んでいきたいと考えている。 

・住⺠調査後に住⺠との意⾒交換会を実施した際、外国⼈住⺠からの⽔漏れ等の突発の困りごとが就業中の班⻑のもとに寄せられるという発⾔から、県公社の持
つ通訳の仕組みの周知を⾏った。 

・12 ⽉に防災隊結成式を⾏い、住⺠９名が集まった。⽇本⼈グループと外国⼈グループに分け、それぞれ隊⻑を決めた。防災隊（豊⽥市版⾃主防災会）は、通常
は⾃治区のあて職だが、住⺠が⾃主的に担ってもらう形で活動展開したいと考えている。 
6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
 ⽞関のアルコール消毒と検温、換気、アクリル板設置、集会所内での⾷事の禁⽌。 
 ⾼齢者が多い団地なので、感染対策には注意を払って活動をしている。 
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③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
þ報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
役所広司主演、⽇系ブラジル⼈⻘年との交流をテーマにした映画製作で 11 ⽉ 30 ⽇〜12 ⽉ 3 ⽇保⾒団地にてロケが⾏われた。2023年 1 ⽉に公開予定。 

2.広報制作物等 
 

3.報告書等 
  中京⼤が⾃治区の活動を含む報告書を年度ごとに作成している。 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
  2021年 11 ⽉ 21 ⽇に⾏った住⺠調査の住⺠向け説明会、およびその記者発表 
 

 
 
④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
☐完了  þ整備中 

 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

☐はい  þいいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：☐内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 
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添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
⼦ども⾷堂（2021 年 10 ⽉ 1 ⽇）    アンケートに関する意⾒交換会（2021 年 11 ⽉ 21 ⽇） 

  
 
⾼齢者サロン（2021 年 10 ⽉ 3⽇）   ⼟曜⽇教室（2021 年 12 ⽉ 25⽇） 

  


